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㋐ 生成AIを活用した創薬・治療システムの構築

計画的に収集した臨床情報及び患者検体に対して、ゲノム解析やプロテオーム解析を実施し、得られた高品
質なデータをAIで統合・解析することで、有用な各種マーカーをリアルタイムに特定する。これにより、創薬
の有効性・安全性・予測性の向上を図り、患者への治療へと還元することを目指している。

㋑ 難病治験ウェブの構築

現在、治験・臨床研究情報を集約する公的サイトとしてjRCTがある一方で、専門用語が多く、患者にとって
利用しづらい面がある。そこで、厚生労働科研の一環として、jRCTのデータを基に、治験・臨床研究の対象疾
患や地域などの情報をリアルタイムで患者向けに分かりやすく提供するウェブサイトを、患者会や製薬企業の
意見を取り入れ構築した。

㋒ 国際連携に関する取組

台北医学大学、日本パスツール研究所や國立陽明交通大学と研究連携協定（MOU）を締結した。

『法人全体のトピックス』
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㋓ ＮＩＢＮセミナー

『法人全体のトピックス』

所内研究者が基礎研究に関する幅広い知識を得るなど、人材の育成を目的に所外から講師を招き開催。
連携医療機関、関西医薬品協会へもオンライン公開し、多くの医科学研究関係者に最先端の識見に触れる機

会を共有している。

㋕ プレスリリース

多くの人にとっての希望の灯となるべく、パブリック・リレーションズ（PR）に積極的に取り組み、研究成
果の発信を行っている。

・令和７年：26件

㋔ 一般公開

国民（特に近隣住民）の理解及び信頼を確保するために、取組内容等を発信し、子どもたちを中心とした、
幅広い世代に科学の素晴らしさや楽しさを伝えるために開催している。
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新薬研究開発過程における有効性、安全性、予測性の向上のために、詳細な臨床情報と患者検体を計画的に収集し、ゲノム解析、プロテオーム
解析、マイクロバイオーム解析など質の高いデータのAI解析により、患者層別化に有用な各種マーカーをリアルタイムに特定する。これらを医療
機関と連携して実施し、患者還元型・臨床指向型AI創薬研究に資するプラットフォームを構築し、医学研究・創薬の活性化と医師・研究者の育成
を図る。システム構築にあたり、生成AIを用いることにより、臨床情報収集システムの開発、各種アルゴリズムの開発、会話型システムの開発に
おいて、事業内容の拡大・充実を図る。

患者によって効果が大きく
異なる薬剤に対し、奏功す
る患者を選択するための
バイオマーカーを作成

２  事業スキーム・実施主体等

１  事業の目的

データ統合

AI解析

各種データベース 文献情報

検体の提供

データ入力

情報をタイムリーに
治療にフィードバック

病変組織・正常組織、
血液、尿、便等のゲノム解析
プロテオーム解析
マイクロバイオーム解析

診療情報の提供

疾患や投薬などによる変化や刺激に
注目し、即時的・経時的に収集

薬効が望まれる層の患者を
対象に臨床試験を実施

治療満足度の高い
治療薬の創製

いつでも
アクセス可能に

・臨床試験における成功率のアップ
・創薬の経費・期間の大幅縮減

・個別化医療の実現
・患者のQOLの改善

企業・アカデミア

大阪国際がんセンター
大阪母子医療センター

国立研究開発法人
医薬基盤・健康・栄養研究所

・AI解析システムの構築
・研究成果を社会実装し、
イノベーションを創出
できる人材の育成

生成AI

生成AI

生成AI 生成AI

生成AI 生成ＡＩの活用分野

①

②

③

⑤

開発支援

生成AI

④

効率的な医薬品開発

㋐ 生成AIを活用した患者還元型・臨床指向型の循環システム
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㋐ プラットフォームを支える各システムを開発

スマホ画面

PC画面

生成AI①
患者説明・同意取得、問診AI等における
双方向性の会話型システムの開発

生成AI②
リアルタイムでリアルワールドの
臨床情報収集システムの開発

・疾患説明、同意取得、問診、参加患者登録を実施
・クラウドに医療情報と紐づけて集積・管理

生成AI・AIアバター
双方向性会話型システム

・医療情報のバックアップとして集積
・災害時等に活用できるシステム

（ランサムウェア対策）

・医薬品・AI開発基盤としてデータ集積

ゲノム解析
プロテオーム解析
マイクロ
バイオーム解析

組織

血清
血漿

便・尿ゲノム

患者試料

同意
試料

最先端解析情報集積

患者説明・同意取得、問診AI等１

臨床情報＋解析情報集積2

電子カルテ
医療情報集積

AI活用医薬品開発3

生成AI④
低分子化合物、核酸、ぺプチド、
抗体医薬品等の創薬システム開発

生成AI③
患者層別化、有効性・副作用予測、
薬剤標的分子探索システムの開発

● ● ● ●

● ● ● ●

●■ ●■ ●■ ●■

AI解析による患者層別化・標的探索

創薬標的分子候補A

創薬標的分子候補B

創薬標的分子候補C

＜標的分子探索システム＞

AI

＜創薬システム＞

低分子 ペプチド 核酸 抗体

標的分子活性化・不活性化を制御

生成AIによる医薬品デザイン

生成AI⑤
個別化医療・最適化医療のアルゴリズム開発と
生成ＡＩを利用した会話型説明補助システムの開発

臨床現場で
ニーズの
高い課題

創薬研究で
ニーズの
高い課題
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㋐ リアルタイム・リアルワールドの臨床情報収集を開始

電子カルテ

部門システム

臨床情報バックアップ

インポート

リアルタイムに集積
（毎日データ更新）

TXP 
DWH API

※既存システム

カルテベンダーによらないデータの正規化

カルテデータを統一されたコードに正規化
その後、標準規格（FHIR）へと変換

早朝バッチ処理

医療機関 クラウド

院内バックアップを兼ねたクラウドデータベース（構築完了）

血液検査情報 アレルギー情報

画像バックアップ連携

ブラウザベースのビューアで閲覧可能

✓認証コードを用いて院外アクセス可能
✓PC・タブレットで閲覧可能

個人情報をコード化（仮名化）管理

IC取得患者に限定した第三者へのデータ提供

AIによる解析情報を集積・共有化 一挙四得のデータベース

〇 災害・ウイルス対策
〇 医療の質を向上
〇 AIによる産業力アップ
〇 患者に即時還元

マルチオミクス
データ

リアルワールドなビッグデータと
最 先 端 マ ル チ オ ミ ッ ク ス 解 析 情 報
（内閣府PRISM事業にて解析手法は構築完了）

文献情報各種DB 画像データ

弊所の有する最先端解析技術 と連携

投薬情報

個人情報は厳密に管理

有事にも即応を確認

院内バックアップを兼ねており、
令和７年4月に大阪国際がんセンター
で発生したシステム障害で活用され
診療継続に貢献

臨床情報を手入力で（一定頻度のエラーが起こる）収集するのではなく、
自動的かつ継続的に収集。（時々刻々変化する患者の状態を反映）

＋

医療現場に即座に「還元」されるプラットフォームとしての稼働へ！ 6



㋐ 生成AIを活用したシステム開発（患者説明・同意取得  など）

AIアバター説明 疾患説明動画 研究用試料・情報収集説明動画

AIアバターと生成AIチャットボットを組み合わせた双方向性会話型システム

✓自由なタイミングで視聴

✓気軽に質問（音声入力可能）

医療現場に負担をかけずに同意

を取得し、患者臨床情報・試料を

収集できる。

患者の満足度を満たしつつ、医療従事者の説明・インフォームドコンセントなどに
費やしている時間を人工知能にタスクシフトする。

各種 問診での質の高い患者データの収集
診察前に状態を把握し、患者に寄り添う診察も推進

看護カンファレンスの音声入力や文書
作成といったアプリケーションも検討

✓症状等の経過をグラフで可視化
✓症状詳細表示
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医療従事者の業務負荷軽減 ＆ 経験や地域を問わない適切な情報提供、患者の疾患理解の向上

医療従事者が費やしていた疾患説明や入院・手術説明の時間を大幅に削減し、業務効率化が実現します。
また、様々なガイドラインといった膨大な医療情報から適切な情報を抽出し、正確な回答を行うため、医療が複雑化する中でも、患者
やその家族はいつでもどこでも、双方向でコミュニケーション可能なシステムを通じて適切な情報にアクセスできるようになります。

㋐ 疾患説明生成AIシステム利用による目指す効果
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診察開始前や自宅において必要な情報把握を行い、より患者に寄り添う診察の実現

今回のシステム導入により、問診データの事前認識や、ご自宅でのフォローが可能となります。
例えば、化学療法に伴う吐き気や嘔吐などの症状に対し、生成AIが深掘りした質問をすることで、リスクの早期検知が可能となり、
必要に応じて次回診察前の来院といった迅速な対応をとることや、限られた診察時間を患者ごとに異なる治療方針の検討に有効活用
できるようになり、より患者に寄り添った診察が実現します。
さらに、デジタル化された情報が院内で共有されることで、医療従事者間での重複した質問が減り、患者の負担軽減へ繋がります。

㋐ 問診生成AIシステム利用による目指す効果
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質の高い看護の提供による患者満足度向上

これまで看護師や医師事務が実施していた看護カンファレンスや電話サポートの記録作業を自動化します。
これにより、看護師や医師事務の業務負担を軽減し、患者個々に寄り添った質の高いケアに費やす時間を増やすことで、患者満足度の
向上を目指します。

㋐ 看護音声入力生成AIシステム利用による目指す効果
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㋑ 難病治験ウェブ：パイロット版Webサイトの構築

難病・免疫ゲノム研究センター
山本拓也、水上裕輔、坂手龍一、山﨑千里

概要

難病の治験実施情報を、患者のニー

ズに応え、リアルタイムにわかりやす

く提供する。ウェブサイトを患者会、

製薬協等と連携してパイロット的に構

築し、情報提供する。 主治医、難病患者さん

情報提供

製薬協
難病・希少疾患TF

連携

難病・ 希少疾病治験情報ポータルサイト （ 仮）

対象疾患 試験名 実施機関 試験開始⽇ ⽬標症例数 関連情報

︓ ︓ ︓ ︓ ︓ ︓
︓ ︓ ︓ ︓ ︓ ︓
︓ ︓ ︓ ︓ ︓ ︓

検索 詳細検索

詳細ページ
試験名 〇〇〇〇〇〇〇〇
対象疾患 XXX病
実施機関 ・・・・センター ⽬標症例数 100⼈
試験開始⽇ 2024年X⽉Y⽇ 年齢・性別 男性 xx-yy歳
連絡先 ・・・・リンク 関連情報 ・・・・・・・・

ウェブサイト

医学部附属病院臨床研究センター
安井秀樹、乾直輝

難治性疾患政策研究事業 難病の克服に向けた研究推進と医療向上を図るための戦略的統括研究（研究代表者：名古屋医療センター・直江知樹）

患者会

ddrare.nibn.go.jp

辞書データ
難病疾患名等

治験・臨床研究データ
募集中のもの（募集前、募集
中断、募集終了を含む） 

データ
抽出

研究開発政策課（jRCT）との連携

jRCTから、募集中の治験・臨床研究

データを⽉に1回提供を受ける。NIBN

DDrareの辞書をもとに、このデータ

から難病の治験を抽出・整理し、患者

さん向けに項⽬を選別して、ウェブサ

イトから情報提供する。

難病研究資源バンク（ 難病バンク） は、

難病の治療法や診断法開発等の研究をサポート するため、

DNAや細胞等の研究資源を収集し 、 研究者の申請に応じて

分譲しています。 詳細はこちら

お問い合わせ 個人情報について 国立研究開発法人 医薬基盤・ 健康・ 栄養研究所 難病情報資源研究プロジェ クト

Copyrig ht © Nationa l Institu tes o f  Biom ed ica l Innovation , Health  and  Nutrition . A ll R ig hts Reserved .

国立研究開発法人 医薬基盤・ 健康・ 栄養研究所 難病バンク
JCRBト ッ プ ホーム サイト マッ プ 関連リンク

ご利用の手引き 資源リスト 資源の寄託 研究の橋渡し 事業概要 お問い合わせ

よう こそ 難病バンクへ　 　 パンフレッ ト お知らせ &  新着情報 過去のお知らせ一覧

2 0 2 4 /0 3 /2 8 2 0 2 4 /0 4 /0 1より分譲手数料が改訂されます

2 0 2 3 /0 9 /0 4 運営細則、 試料・ 情報分譲要領を改正しました

2 0 2 3 /0 4 /1 4 難病バンクの対象疾患である多系統萎縮症の治

療法開発について、 プレス発表が行われまし

た。 プレス発表

主なコンテンツのご案内

ご利用の手引き（ 分譲）
分譲の受付から試料分譲までの流れや手

数料を掲載しています

資源リスト
難病バンクから分譲可能な資源のリスト

です

資源のご寄託（ 収集）
希少難治性疾患資源の難病バンクへの寄

託の流れについて掲載しています

研究の橋渡し
関連する学会と連携し 、 希少疾患研究に

関する情報を掲載しています

jrct.mhlw.go.jp

難病研究資源バンク（ 難病バンク） は、

難病の治療法や診断法開発等の研究をサポート するため、

DNAや細胞等の研究資源を収集し 、 研究者の申請に応じて

分譲しています。 詳細はこちら

お問い合わせ 個人情報について 国立研究開発法人 医薬基盤・ 健康・ 栄養研究所 難病情報資源研究プロジェ クト

Copyrig ht © Nationa l Institu tes o f  Biom ed ica l Innovation , Health  and  Nutrition . A ll R ig hts Reserved .

国立研究開発法人 医薬基盤・ 健康・ 栄養研究所 難病バンク
JCRBト ッ プ ホーム サイト マッ プ 関連リンク

ご利用の手引き 資源リスト 資源の寄託 研究の橋渡し 事業概要 お問い合わせ

よう こそ 難病バンクへ　 　 パンフレッ ト お知らせ &  新着情報 過去のお知らせ一覧

2 0 2 4 /0 3 /2 8 2 0 2 4 /0 4 /0 1より分譲手数料が改訂されます

2 0 2 3 /0 9 /0 4 運営細則、 試料・ 情報分譲要領を改正しました

2 0 2 3 /0 4 /1 4 難病バンクの対象疾患である多系統萎縮症の治

療法開発について、 プレス発表が行われまし

た。 プレス発表

主なコンテンツのご案内

ご利用の手引き（ 分譲）
分譲の受付から試料分譲までの流れや手

数料を掲載しています

資源リスト
難病バンクから分譲可能な資源のリスト

です

資源のご寄託（ 収集）
希少難治性疾患資源の難病バンクへの寄

託の流れについて掲載しています

研究の橋渡し
関連する学会と連携し 、 希少疾患研究に

関する情報を掲載しています
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㋒ 国際連携に関する取組

研究連携協定（MOU）締結実績 台北医学大学（TMU）との活動

（１）令和６年９月２日 台北医学大学［台湾］ 

（２）令和６年９月20日 
日本パスツール研究所［フランス］ 日本パスツール研究所との研究連携協定

・ドラゴンゲートプログラムの開始

ドラゴンゲートプログラムとは、台湾政府が採択する世界トップレベルの研究機関との連携プログ
ラム。厳格な選考を突破し、令和５年12月にTMUとNIBN間のプログラムが採択（日本では国立研究
開発法人４法人、大学５校のみの実績）。
令和７年１月、ポスドク研究員・博士課程学生が来日し、１～２年間のドラゴンゲートプログラム

を開始。

・栄養分野の研究活動
台北医学大学高齢者栄養研究センターと連携して「高齢者のフレイル予防または遅延のための栄養

ケアモデルの開発」に関わる国際比較研究を計画し、日本では令和７年度に大阪府摂津市においてパ
イロット研究を実施中。

微生物・感染症分野において世界を牽引してきたパスツール研究所（フランス）の日
本法人、一般財団法人日本パスツール研究所と、医薬品・ワクチン開発等に関する研究
連携協定（Memorandum of Understanding: MOU）を締結。
世界に30拠点以上を有するパスツール研究所と連携することで、当法人の研究リソー

スや研究成果を世界に還元するとともに、研究者により多くの機会を提供する契機とす
る。また、今後、当法人の有する生物資源研究や健康・栄養に係る研究を軸に日本パス
ツール研究所との研究連携を推進する予定。

12

（３）令和７年６月12日 
國立陽明交通大学工程生物科学学院

  ［台湾］

國立陽明交通大学工程生物科学学院との研究連携協定

「医薬品及び関連技術の向上」及び「健康寿命の延伸」の分野における共同研究を実
施するため研究連携協定（Memorandum of Understanding: MOU）を締結。今後、両
機関の協力・調整、相互支援を促進していく予定。



令和６年度 令和７年度

４月

国立健康危機管理研究機構・国立国際医療研究所

ゲノム医科学プロジェクト長

ナショナルセンターバイオバンクネットワーク・中央バイオバンク長

徳永 勝士

６月

国立研究開発法人理化学研究所 自己免疫疾患チーム チーム

ディレクター

山本 一彦

９月
北海道大学病院 呼吸器外科 教授

加藤 達哉

10月
国立研究開発法人 国立成育医療研究センター 研究所長

梅澤 明弘

11月
大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 消化器外科学 教授

土岐 祐一郎

12月
福岡がん総合クリニック 院長

森崎 隆

１月
東京大学 特別栄誉教授

宮園 浩平

２月
（予定）

日本医療研究開発機構 理事長

中釜 斉

３月
（予定）

帝京科学大学教授

中村 幸司

㋓ 『NIBNセミナー 開催実績』

４月
田中医療創造研究所 代表
田中 紘一

５月
東京大学医科学研究所  ヒトゲノム解析センター 公共政策研究分野 教授
武藤 香織

６月
大阪大学ワクチン開発拠点 先端モダリティ・ドラッグデリバ
リーシステム研究センター 拠点長
審良 静男

７月
国立がん研究センター がんゲノム情報管理センター(C-CAT)センター長
研究所 ゲノム生物学研究分野 分野長
河野 隆志

９月
国際医療福祉大学 副学長
小室 一成

10月
東京大学大学院医学系研究科   国際保健学専攻   人類遺伝学分野   教授
藤本 明洋

11月
虎の門病院 院長
門脇 孝

12月
がん研究会有明病院 顧問 医療情報部長
小口 正彦

１月
大阪大学免疫学フロンティア研究センター 特任教授
坂口 志文

２月
京都大学iPS細胞研究所(CiRA) 特定拠点教授
戸口田 淳也

３月
山口大学大学院医学系研究科 免疫学講座 教授
山口大学細胞デザイン医科学研究所 所長
玉田 耕治



■医薬基盤研究所（彩都）

10月25日（土）：約780名来場

■国立健康・栄養研究所（健都）

11月16日（日）：約1,810名来場

一般公開の様子 【彩都】

【健都】

㋔ 各研究所の一般公開
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研究所／センター名 プレスリリース名／URL

医薬基盤・健康・栄養研究所 来年度より法人設立１０周年を機にロゴと英語略称を刷新
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250117_logo.html

ヘルス・メディカル微生物研究センター
（腸内環境システムプロジェクト）

陸上長距離走者の腸内細菌叢に関する縦断的観察共同研究を開始
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250123.html

難病・免疫ゲノム研究センター
（プレシジョン免疫プロジェクト）

COVID-19重症化メカニズムを解明 高齢者の重症化予防にも重要な知見
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250124.html

難病・免疫ゲノム研究センター
（難病・免疫ゲノム研究プロジェクト）

個別化ネオアンチゲンワクチン療法の膵臓がんでの治療効果を検証 
膵臓がんに対する新しい免疫療法の可能性
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250410.html

難病・免疫ゲノム研究センター
（難病・免疫ゲノム研究プロジェクト）

大腸がんのAPCネオアンチゲンに対するがん免疫療法の開発 
～より多くの患者を迅速に治療可能な次世代免疫治療に期待～
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250515.html

ヘルス・メディカル微生物研究センター
（腸内環境システムプロジェクト）

日本人に多い3種類の腸内細菌に対するモノクローナル抗体を樹立！
https://www.nibn.go.jp/pr/press/2024-009207.html

ヘルス・メディカル微生物研究センター
（細菌情報学プロジェクト）

PM2.5が引き起こす呼吸器障害メカニズムを解明
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250529.html

医薬基盤・健康・栄養研究所 創立10周年記念行事開催のお知らせ
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250530.html
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㋕ プレスリリース一覧（令和７年実績）①
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研究所／センター名 プレスリリース名／URL

医薬基盤・健康・栄養研究所
まずは1品から！おいしく減塩お惣菜コンテスト
国民の健康寿命延伸と医療費削減を目指して
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250520.html

ヘルス・メディカル微生物研究センター
（ワクチンマテリアルプロジェクト）

オメガ3脂肪酸などの迅速精密合成法の開発と新しい抗炎症性脂肪酸の発見
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250623.html

難病・免疫ゲノム研究センター
（難病情報資源研究プロジェクト）

「難病治験ウェブ」発表会開催のお知らせ～難病患者の未来のために～
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250630_n.html

創薬デザイン研究センター
（人工核酸スクリーニングプロジェクト）

腹膜播種を有する進行胃癌に対する新たな挑戦
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250630_k.html

薬用植物資源研究センター
（薬用植物スクリーニングプロジェクト）

天草市と東京生薬協会及びNIBNの連携協定締結
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250709.html

ヘルス・メディカル微生物研究センター
（細菌情報学プロジェクト）

劇症型溶連菌感染症の発症メカニズムにかかわる新たな遺伝子変異を解明
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250730.html

医薬基盤・健康・栄養研究所 WHO協力センターとしての年次報告書を掲載しました
https://www.nibn.go.jp/pr/press/2025-0730-1129-60.html

難病・免疫ゲノム研究センター
（プレシジョン免疫プロジェクト）

住友ファーマ創出の新規TLR7ワクチンアジュバント（DSP-0546）を用いた新規ユニ
バーサルインフルエンザワクチン候補製剤の臨床試験（フェーズ1試験）の中間解析につ
いて
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250731.html
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研究所／センター名 プレスリリース名／URL

ヘルス・メディカル微生物研究センター
（腸内環境システムプロジェクト）

腸内細菌間のコミュニケーションの一部が明らかに
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250801_1.html

ＡＩ健康・医薬研究センター
（バイオインフォマティクスプロジェクト）
ヘルスケア・メディカル微生物研究センター
（ワクチンマテリアルプロジェクト）

ワクチンと免疫療法薬の前臨床評価を促進する 「アジュバントデータベース」を公開
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250811.html

医薬基盤・健康・栄養研究所
「おいしい減塩お惣菜のアイデア」全国からチャレンジャー募集中
ー金賞20万円！あなたの作品が国民の循環器予防・健康寿命延伸につながるー
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250818.html

医薬基盤・健康・栄養研究所
シミュレーションによりヨーグルト※１の適量摂取※２に関連する２型糖尿病と医療費
の変化を試算
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250929_1.html

医薬基盤・健康・栄養研究所
「AI創薬プラットフォーム事業」の共同研究において、患者に寄り添う医療のための 
問診生成AIおよび看護音声入力生成AIの実運用を開始
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251001_2.html

難病・免疫ゲノム研究センター
（プレシジョン免疫プロジェクト）

住友ファーマ創出の新規TLR7ワクチンアジュバント（DSP-0546）を用いた
新規ユニバーサルインフルエンザワクチン候補製剤の欧州フェーズ1試験結果に関する
学会発表について
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251001.html

創薬デザイン研究センター
（人工核酸スクリーニングプロジェクト）

遺伝性難病 嚢胞性線維症の治療に新たな可能性
ユビキチンリガーゼ RFFLを標的とするアンチセンス核酸の開発に成功
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251114_2.html

17

㋕ プレスリリース一覧（令和７年実績）③

https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250801_1.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250811.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250818.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20250929_1.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251001_2.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251001.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251114_2.html


研究所／センター名 プレスリリース名／URL

栄養疫学・政策研究センター
（栄養社会科学研究室）

食品関連事業者のための製品の減塩ガイドを公開
事業者の自主的な減塩の取組を支援する実践的手引き
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251120.html

医薬基盤・健康・栄養研究所
全国から注目のファイナリスト決定！ ―20都府県、小学生から90歳代までの応募者から
書類審査を通過した東京・静岡・京都・大阪・兵庫の8組が決勝戦へ―
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251201.html

難病・免疫ゲノム研究センター
（プレシジョン免疫プロジェクト）

新規TLR7アゴニスト「SA-5」の前臨床安全性と有効性をカニクイザルモデルで実証 
～慢性感染症治療に向けた次世代免疫賦活薬候補～
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251210.html

18

㋕ プレスリリース一覧（令和７年実績）④

https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251120.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251201.html
https://www.nibn.go.jp/pr/press/20251210.html

	スライド 0: 令和７年度運営評議会
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: ㋑　難病治験ウェブ：パイロット版Webサイトの構築
	スライド 12: ㋒　国際連携に関する取組
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

